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山田町にて

SL とディーゼル機関車

　

高
齢
者
の
買
い
物
手
段

（
声
）
議
会
と
し
て
少
子
高
齢
化
対
策
を
本

気
で
考
え
て
い
る
か
。
買
い
物
に
も
困
る
。

　

子
育
て
支
援

（
声
）
若
桜
鉄
道
定
期
代
は
Ｊ
Ｒ
と
比
べ
て

高
い
。２
人
目
以
降
半
額
助
成
し
て
ほ
し
い
。

　

幼
保
一
元
化

（
声
）
子
ど
も
が
お
ら
ん
の
に
、
幼
稚
園
、

保
育
園
を
分
け
て
い
る
の
は
ど
う
な
の
か
。

民
生
関
係
の
課
題

　

鳥
獣
害
対
策

（
声
）
対
策
に
困
り
は
て
て
い
る
。
人
間
の

方
が
囲
わ
れ
て
い
る
。
シ
カ
を
捕
っ
て
ほ
し
い
。

　

農
業
の
将
来

（
声
）
現
実
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。
あ
と

５
年
も
し
た
ら
作
る
人
が
い
な
く
な
る
。

　

林
業
の
将
来

（
声
）
若
桜
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
は
何
を
考

え
て
い
る
の
か
。

農
林
関
係
の
課
題

蔵通り

総
務
企
画
関
係
の
課
題

　

町
営
住
宅
の
改
修

（
声
）
建
築
年
度
も
古
く
、
土
台
（
床
）・
水

周
り
が
悪
く
な
っ
た
。
特
に
水
洗
に
早
く
し

て
ほ
し
い
。

　

水
道
料
金
の
一
元
化

（
声
）
上
下
水
道
懇
話
会
は
早
く
設
置
す
べ

き
だ
、
議
員
提
案
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

除
雪
対
策

（
声
）
除
雪
機
が
古
く
な
り
、
維
持
管
理
に

金
が
い
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
行
政
で
対

応
し
て
ほ
し
い
。

　

あ
か
ま
つ
団
地
の
販
売
方
法

（
声
）
土
地
を
若
い
夫
婦
に
進
呈
す
る
な
ど
、

思
い
切
っ
た
対
策
が
必
要
だ
。

　

里
道
の
維
持
管
理

（
声
）
地
域
力
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
原
材

料
支
給
で
な
く
補
助
事
業
で
対
応
で
き
な
い

か
。

土
木
関
係
の
課
題

若桜簡水取水ろ過施設

　

防
災
対
策

（
声
）
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
指
定
さ
れ

た
災
害
避
難
所
は
、
危
険
で
適
さ
な
い
所
が

あ
り
見
直
し
て
ほ
し
い
。

消
防
関
係
の
課
題

　

通
学
路
対
策

（
声
）
小
中
一
貫
校
に
な
れ
ば
、
周
辺
の
通

学
路
整
備
を
し
な
い
と
危
な
い
所
が
あ
る
。

　

池
田
・
若
桜
小
学
校
、
分
校
の
活
用

（
声
）
立
派
な
施
設
が
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

行
政
の
し
て
い
る
こ
と
は
現
実
味
が
な
い
。

教
育
関
係
の
課
題

議
会
報
告
会
中
間
報
告

平成
23年度

意
見
・
要
望
21
項
目
に
集
約

　各集落での報告会、農繁期の最中にもかかわらず、多くの方に参加して
いただき、活発な意見交換ができました。心よりお礼申し上げます。
　今年の参加実績は 37 会場 430 人でした。（参考：平成 22 年 37 会場 516 人）
集約した 21 項目は町の政策課題として、議会で議論し執行部に提案する
予定です。

（声）………意見・要望の要約です。

　

町
営
バ
ス
運
行

（
声
）
空
で
走
ら
せ
て
い
る
。
バ

ス
代
が
高
い
。
バ
ス
の
接
続
が
良

く
な
い
。

　

ま
ち
並
み
づ
く
り

（
声
）
推
進
事
業
は
ど
の
よ
う
な

方
法
で
や
る
の
か
具
体
性
が
見
え

な
い
。
蔵
通
り
は
黄
色
で
は
い
け

な
い
。

　

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
活
用

（
声
）
端
末
を
お
年
寄
り
が
ど
の

程
度
利
用
さ
れ
て
い
る
か
調
べ
、

活
用
策
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。

　

若
桜
鉄
道
活
性
化

（
声
）
若
桜
鉄
道
に
客
車
を
誘
致
す
る
目
的
・

利
用
方
法
、
将
来
展
望
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

　

デ
マ
ン
ド
交
通

（
声
）
車
を
運
転
で
き
な
い
人
、
ま
た
、
バ

ス
が
走
ら
な
い
地
域
も
あ
る
。
必
要
な
時
に

乗
れ
る
交
通
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　

定
住
化
対
策

（
声
）
過
疎
が
進
ん
で
い
る
が
、
議
会
・
議

員
は
ど
ん
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。
方

向
性
が
見
え
な
い
。

　

投
票
所
の
改
善

（
声
）
高
齢
に
な
る
と
靴
を
脱
い
だ
り
、
履

い
た
り
、
ま
た
、
立
会
人
の
正
座
も
大
変
、

土
足
Ｏ
Ｋ
に
な
ら
な
い
か
。
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中尾　理明 議員

坂本　　等 議員

上川裕見子 議員

前住　孝行 議員

川上　　守 議員

詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録

質 

問 

者

中尾　理明 議員

　６月議会定例会の一般質問は、６月17日に行われ、
５人の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長の答弁を要約して紹介します。

坂本　等 議員

一般質問
Q　

昨
年
６
月
東
部
の
町
議

会
で
の
促
進
決
議
は
、
留
意

事
項
に
「
関
係
集
落
の
住
民

に
情
報
提
供
と
関
係
集
落
住

民
と
の
充
分
な
話
合
い
」
を

要
請
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

点
は
ど
う
扱
わ
れ
、
現
時
点

で
の
関
係
集
落
の
同
意
、
不

同
意
を
ど
の
よ
う
に
把
握
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　

小
林
昌
司
町
長

A　

組
合
で
は
、
本
年
４
月

に
夏
か
ら
冬
ま
で
の
環
境
影

響
調
査
結
果
を
地
権
者
、
集

落
に
説
明
し
、
理
解
を
求
め

て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
に
は

地
権
者
、
集
落
長
と
の
会
合

に
出
席
し
話
合
い
も
行
い
ま

し
た
。
今
後
と
も
地
元
の
皆

様
と
の
話
合
い
の
場
で
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
意
、
不
同
意

に
つ
い
て
は
、
微
妙
な
問
題

も
あ
り
、
最
新
の
情
報
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
６
月
終
了

す
る
環
境
影
響
評
価
の
現
況

調
査
結
果
が
出
た
後
、
改
め

て
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

Q　

昨
年
４
月
１
日
国
英
地

区
の
各
集
落
の
代
表
が
こ
の

施
設
の
白
紙
撤
回
な
ど
を
求

め
、
組
合
管
理
者
で
あ
る
竹

内
鳥
取
市
長
に
対
し
、
通
告

書
、
抗
議
文
を
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
、
八
頭

環
境
施
設
組
合
と
地
元
部
落

が
締
結
し
た
協
定
書
に
次
期

施
設
は
国
英
地
区
、
周
辺
に

は
設
置
し
な
い
と
の
約
定
通

り
、
建
設
し
な
い
事
を
要
求

す
る
も
の
で
す
。
提
出
者
は

周
辺
の
７
部
落
長
、
部
落
長

代
行
の
他
２
部
落
の
反
対
協

会
長
、
有
志
代
表
で
、
国
英

地
区
の
大
半
の
代
表
で
す
。

こ
れ
ら
の
方
々
が
現
在
の
部

落
長
で
あ
る
か
ど
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
の
考

え
方
が
１
年
の
内
に
変
わ
る

と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
現
在
若
桜
町
も
鳥
取
市

東
郷
地
区
の
処
理
場
で
可
燃

物
を
処
理
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
こ
の
施
設
に
つ

い
て
は
２
０
１
２
年
の
停
止

予
定
が
延
び
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
稼
動
す
る
の
は

２
０
１
７
年
、
６
年
後
と
も

聞
い
て
い
ま
す
。
東
郷
地
区

の
方
々
に
と
っ
て
は
、
４
年

以
上
も
停
止
予
定
が
延
び
れ

ば
、
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
国
英
に

処
理
施
設
を
建
設
せ
よ
な
ど

と
い
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
東
郷
地
区
の
方
々
と
国

英
地
区
の
方
々
の
押
し
つ
け

合
い
み
た
い
な
こ
と
は
避
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
組
合
は
国
英
地
区
へ
の

建
設
を
無
理
矢
理
強
行
す
る

よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

高
速
道
が
で
き
、
交
通
事
情

の
改
善
等
に
よ
り
国
英
地
区

へ
の
建
設
が
浮
か
ん
で
き
た

と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

東
郷
地
区
施
設
の
利
用
の
延

長
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
市
長

か
ら
話
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
建
設
に
つ
い
て
は
、

今
の
計
画
ど
お
り
に
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
町
の
状
況
は

Ｉ
Ｐ
告
知
で
調
査
中

Q　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
開

始
ま
で
あ
と
一
ケ
月
余
り
、

地
デ
ジ
準
備
の
完
了
の
比
率

に
つ
い
て
鳥
取
県
は
全
国
よ

り
０
・
６
％
高
い
95
・
５
％

と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
若
桜

町
の
状
況
と
、
町
民
税
非
課

税
世
帯
へ
の
対
応
を
ど
う
考

え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
伺
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

準
備
が
で
き
て
い
な
い

世
帯
及
び
不
在
で
確
認
で
き

な
い
世
帯
が
３
０
０
軒
ほ
ど

あ
り
、
６
月
８
日
か
ら
こ
れ

ら
世
帯
に
対
し
て
、
Ｉ
Ｐ
告

知
端
末
に
よ
る
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
町
民
税
非
課
税

世
帯
へ
の
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
は
、
広

報
わ
か
さ
の
２
月
号
、
自
治

会
長
会
で
お
伝
え
し
ま
し

た
。
個
別
対
応
は
、
個
人
情

報
保
護
に
よ
り
困
難
で
す
。

　

そ
の
他
、
無
駄
資
源
ゼ
ロ

の
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
、
防

災
対
策
に
つ
い
て
も
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

Q　

公
債
費
が
右
下
が
り
傾

向
、
財
政
調
整
基
金
積
み
立

て
が
昨
年
度
も
３
億
３
千
万

円
も
見
込
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
高
率
で
推

移
し
て
い
る
経
常
収
支
比
率

と
実
質
公
債
費
比
率
お
よ
び

町
税
と
公
債
費
の
見
通
し
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

小
林
昌
司
町
長

A　

町
の
財
政
構
造
の
弾
力

性
を
判
断
す
る
指
標
で
、
比

率
が
高
い
ほ
ど
財
政
の
硬
直

化
を
示
す
も
の
で
す
。

　

平
成
21
年
度
の
経
常
収
支

比
率
は
87
・
１
％
、
実
質
公

債
比
率
は
17
・
４
％
で
あ
り
、

平
成
22
年
度
は
こ
れ
を
改
善

す
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

個
人
町
民
税
は
経
済
情
勢

の
低
迷
か
ら
所
得
金
額
、
納

税
義
務
者
の
減
少
で
今
後
も

落
ち
込
み
が
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
公
債
費
は
、
平
成
22
年

度
は
一
般
会
計
と
特
別
会
計

併
せ
て
６
億
９
千
万
円
、
平

成
28
年
度
ま
で
は
毎
年
減
少

し
続
け
る
も
の
と
推
計
し
て

い
ま
す
。

Q　

今
後
の
行
財
政
改
革
の

総
論
及
び
、
不
稼
動
町
有
財

産
の
整
理
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
上
げ
た
い
。
自
然
環

境
の
活
用
や
基
幹
産
業
の
再

生
、
特
産
品
開
発
な
ど
地
域

資
源
を
生
か
し
た
町
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。
不
稼
動
町
有

財
産
に
つ
い
て
は
、
地
元
雇

用
に
繋
が
る
情
報
の
収
集
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
遊
休
土

地
は
近
年
の
経
済
状
況
か
ら

適
正
な
価
格
で
の
処
分
は
難

し
い
。

Q　

予
算
に
計
上
し
な
い
地

方
交
付
税
の
一
部
を
原
資
と

す
る
留
保
財
源（
補
正
財
源
）

の
合
理
性
、
合
法
性
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

当
初
予
算
の
追
加
経
費

や
、
年
度
中
途
の
新
た
な
施

策
の
財
源
と
し
て
交
付
税
を

当
て
る
た
め
留
保
し
て
い

る
。
12
月
に
は
予
算
化
す
る

の
で
違
法
性
は
あ
り
ま
せ

ん
。

Q　

町
職
員
は
県
職
員
の
方

か
ら
専
門
的
な
知
識
、
手
法

等
を
習
得
し
町
政
に
反
映
し

て
ほ
し
い
。

　

税
務
課
職
員
に
は
所
得
を

正
確
に
把
握
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

を
、
林
業
担
当
者
に
は
、
林

家
の
施
業
が
進
ま
な
い
現
状

に
お
い
て
、
各
地
域
へ
出
向

き
ひ
ざ
詰
め
で
施
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

個
人
の
所
得
状
況
を
正

確
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
適

正
、
公
平
な
課
税
を
行
う
上

で
重
要
で
す
。
未
申
告
対
策

に
つ
い
て
は
、
税
務
署
と
連

携
し
て
適
正
な
課
税
に
努
め

た
い
。

　

林
業
担
当
者
に
は
、
林
家

に
対
す
る
様
々
な
働
き
か
け

が
必
要
で
あ
り
、
町
、
県
、

森
林
組
合
、
若
桜
素
材
生
産

共
同
体
な
ど
関
係
者
が
連
携

し
て
集
落
に
出
向
く
こ
と
が

効
果
的
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

ひ
と
つ
の
課
題
を
処
理

す
れ
ば
す
べ
て
が
解
決
す
る

も
の
で
は
な
く
、
１
つ
１
つ

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

①
高
齢
者
の
方
な
ど
買
い
物

弱
者
対
応
と
し
て
、
移
動
販

売
車
の
導
入
を
農
協
あ
る
い

は
道
の
駅
に
で
も
呼
び
か

け
、
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

②
町
営
バ
ス
の
運
賃
改
定
に

つ
い
て
所
見
を
伺
い
ま
す
。

安
く
し
て
も
県
の
補
助
や
特

別
交
付
税
の
措
置
が
あ
り
、

町
の
負
担
は
少
な
い
。

③
水
道
料
金
の
一
本
化
等
を

検
討
す
る
「
上
下
水
道
事
業

経
営
懇
話
会
」
の
設
置
計
画

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

①
移
動
販
売
や
宅
配

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
ニ
ー
ズ
は

多
い
。
補
助
制
度
も
あ
り
必

要
性
は
認
識
し
て
い
る
の
で

個
人
事
業
者
の
方
を
含
め
て

呼
び
か
け
を
し
て
み
た
い
。

②
過
疎
化
を
少
し
で
も
食
い

止
め
る
た
め
に
現
行
運
賃
を

７
割
程
度
に
な
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
る
。
諸
鹿
線
に
つ

い
て
も
同
様
の
運
賃
に
し
た

い
。
実
施
時
期
は
９
月
１
日

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

③
早
急
に
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

Ｑ Ａ
関
係
集
落
の
同
意
は

話
し
合
い
の
継
続
を

6

可燃物処理施設

地デジ化

可燃物処理施設予定地付近（右手奥）

移
動
販
売
車
を

個
人
事
業
者
に

呼
び
か
け
る

安心して暮らせる
町づくり

専
門
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を

町
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を

県職員採用

光
明
が
見
え
る
が

税
収
は
減
少
が
続
く

財政状況

通学生も、お年寄りも
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上川裕見子 議員前住　孝行 議員

Q　

索
道
と
駐
車
場
以
外
の

事
業
は
赤
字
が
出
て
お
り
、

赤
字
部
分
を
索
道
で
補
填
し

て
い
ま
す
。
本
来
、
一
般
会

計
で
補
填
を
し
て
い
た
も
の

を
企
業
会
計
の
索
道
会
計
で

補
填
し
て
い
る
今
の
会
計
上

の
や
り
方
が
望
ま
し
い
の

か
。
見
直
す
べ
き
で
は
。

小
林
昌
司
町
長

A　

各
施
設
の
管
理
経
費
は

指
定
管
理
料
と
し
て
支
払

い
、
利
益
が
出
た
場
合
は
内

部
留
保
で
き
る
こ
と
も
含

め
て
、
契
約
更
新
と
な
る
来

年
度
に
向
け
検
討
を
進
め
な

が
ら
、
当
初
に
施
設
ご
と
に

何
％
の
人
件
費
と
決
め
、
決

算
を
す
べ
き
と
思
っ
て
お

り
、
来
年
度
に
向
け
改
善
し

て
い
き
た
い
。

　

Q　

運
営
の
仕
方
が
変
わ
る

の
で
あ
れ
ば
、
競
争
原
理
を

入
れ
る
べ
き
で
は
。小

林
町
長

A　

来
年
の
指
定
に
向
け
、

心
一
つ
に
、
来
年
の
３
月
31

日
ま
で
頑
張
っ
て
み
ま
す
。

Q　

昨
年
６
月
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
を
区
分
し
て
責
任
を

明
確
に
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
の
質
問
に
、
し
っ
か

り
と
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た

が
、
検
討
結
果
は
。

Q　

東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
の
義
援
金
は
、
税
務

上
の
取
扱
い
で
は
特
定
寄

付
金
に
該
当
す
る
と
思
い

ま
す
が
、
住
民
へ
の
周
知

は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

小
林
町
長

A　

寄
付
金
控
除
の
対
象

で
す
の
で
、
広
報
わ
か
さ

７
月
号
で
の
お
知
ら
せ
と
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　

控
除
に
は
領
収
書
が
必

要
で
す
。
氏
名
金
額
未
記
入

で
の
封
筒
回
収
で
し
た
が
、

確
認
方
法
は
。

小
林
町
長

A　

自
治
会
長
に
自
治
会
ご

と
の
合
計
額
の
領
収
書
を
出

し
ま
し
た
。
自
治
会
で
周
知

し
、
希
望
者
に
は
自
己
申
告

を
し
て
い
た
だ
い
た
領
収
書

を
出
し
た
い
。

Q　

税
務
上
、
自
己
申
告
は

認
め
ら
れ
ま
す
か
。
集
め
る

と
き
に
は
、
制
度
を
把
握
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

ま
だ
そ
こ
ま
で
の
情
報

を
取
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

Q　

登
山
ま
で
に
は
い
か
な

い
ま
で
も
、
き
れ
い
な
空
気

の
山
で
散
策
す
る
よ
う
な
夏

は
遊
歩
道
、
冬
は
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
の
コ
ー
ス
と
な
る

よ
う
な
道
が
で
き
な
い
も
の

か
。
ま
た
、
周
回
で
き
る
よ

う
な
道
に
つ
い
て
も
町
長
の

所
見
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

小
林
昌
司
町
長

A　

現
在
、
氷
ノ
山
ス
キ
ー

場
の
上
部
、
仙
谷
登
山
道
か

ら
三
の
丸
登
山
道
を
結
ぶ
自

然
探
勝
路
や
キ
ャ
ン
プ
場
の

上
部
に
向
か
う
遊
歩
道
な
ど

が
あ
り
、
頂
上
ま
で
は
行
か

な
く
て
も
、
散
策
や
景
色
を

楽
し
め
ま
す
。
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
の
コ
ー
ス
と
し
て

は
、
圧
雪
車
の
通
行
可
能
な

幅
員
の
確
保
が
最
低
限
必
要

と
考
え
て
い
ま
し
て
、
新
規

で
遊
歩
道
を
兼
ね
た
コ
ー
ス

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
用
地

取
得
、
維
持
管
理
な
ど
財
政

面
か
ら
も
困
難
と
考
え
ま

す
。

Q　

そ
の
遊
歩
道
を
、
冬
に

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
コ
ー

ス
と
し
て
使
え
れ
ば
、
ア
ル

ペ
ン
の
大
会
だ
け
で
は
な

く
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の

大
会
も
誘
致
で
き
ま
す
。　

　

ま
た
、
国
民
体
育
大
会
で

６
位
入
賞
さ
れ
た
宮
脇
宏
和

先
生
の
練
習
場
所
に
も
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
地
元
選
手

も
一
緒
に
練
習
す
る
こ
と

で
、
一
流
の
技
術
を
見
な
が

ら
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
教
育
長
の
所

見
を
伺
い
ま
す
。

　　
　
　
　

植
嶋
荘
司
教
育
長

A　

現
在
、
県
ス
ポ
レ
ク
祭

や
町
の
大
会
な
ど
で
は
、
出

場
選
手
が
少
な
い
た
め
に
今

の
コ
ー
ス
を
使
用
し
て
い
ま

す
。参
加
者
が
多
く
な
れ
ば
、

現
在
の
コ
ー
ス
で
は
発
着
地

点
や
コ
ー
ス
の
幅
員
が
狭

く
、
安
全
面
に
お
い
て
、
大

会
の
開
催
の
検
討
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
現
状
か
ら
今
の

段
階
で
は
大
き
な
大
会
の
誘

致
は
、
検
討
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。エ

リ
ア
拡
大
の
整

備
が
必
要
で
は
？

事
業
者
に
働
き
か
け

Q　

ワ
ン
セ
グ
は
、
災
害
時

に
も
貴
重
な
情
報
源
と
し
て

テ
レ
ビ
視
聴
が
で
き
た
り
、

ま
た
気
を
紛
ら
わ
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
若
桜
町
付
近
の

放
送
エ
リ
ア
の
目
安
と
な
る

地
図
で
す
。
宿
内
の
一
部
を

カ
バ
ー
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
エ
リ
ア
外
は
も
ち
ろ

ん
映
り
ま
せ
ん
し
、
エ
リ
ア

内
で
も
室
内
で
は
な
か
な
か

映
り
に
く
い
箇
所
が
多
く
あ

り
ま
し
て
、
ま
だ
ま
だ
整
備

が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

若
桜
中
継
局
か
ら
電
波

が
出
て
い
ま
す
が
、
弱
い
た

め
に
エ
リ
ア
は
大
変
狭
い
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
通
信
事
業

者
の
業
務
と
し
て
取
り
組
ん

で
も
ら
う
こ
と
が
最
良
の
方

法
で
す
。
町
と
し
て
で
き
る

こ
と
は
、
放
送
事
業
者
に
対

し
て
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
も

ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
を
行

う
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

先
が
け
て
助
成

し
て
は
？

現
状
・
動
向
を
見

て
十
分
検
討
へ

Q　

ま
ず
は
、
不
妊
症
と
は

妊
娠
し
に
く
い
病
気
。
不
育

症
と
は
、
妊
娠
は
す
る
の
で

す
が
、
育
ち
に
く
く
、
流
産

や
死
産
を
繰
り
返
す
病
気
で

す
。

　

子
ど
も
を
授
か
り
た
い
家

庭
の
背
中
を
少
し
で
も
押
せ

れ
る
よ
う
、
一
歩
進
ん
だ
不

育
症
へ
の
助
成
を
し
て
は
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

小
林
町
長

A　

不
育
症
に
つ
い
て
は
、

国
の
研
究
班
に
よ
る
実
態
調

査
で
は
、
妊
娠
し
た
女
性
の

４
割
に
流
産
の
経
験
が
あ

り
、
不
育
症
も
16
人
に
１
人

の
割
合
で
あ
る
こ
と
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

若
桜
町
で
は
本
年
度
に
新

規
事
業
で
、
不
妊
治
療
費
の

助
成
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
の
実
績

を
見
な
が
ら
、
国
の
動
向
も

踏
ま
え
て
検
討
す
べ
き
事
項

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

会
計
上
の
見
直
し
を

検
討
、
改
善
し
た
い

Q　

美
術
品
や
収
蔵
品
の

基
本
台
帳
は
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
か
。植

嶋
荘
司
教
育
長

A　

寄
付
採
納
願
い
に
よ

る
管
理
と
、
収
納
品
目
録
で

管
理
し
て
い
る
た
め
一
体
化

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
後

は
台
帳
の
整
備
に
よ
り
管
理

を
し
て
い
き
た
い
。

Q　

作
品
を
わ
か
さ
生
涯
学

習
情
報
館
で
保
存
し
、
住
民

へ
の
貸
出
し
を
検
討
し
て
み

て
は
ど
う
で
す
か
。

植
嶋
教
育
長

A　

情
報
館
は
保
管
場
所
の

確
保
が
困
難
。
た
く
み
の
館

の
収
蔵
庫
を
整
理
し
て
の
保

管
が
最
良
で
す
。

　

公
共
施
設
等
の
貸
出
し

は
、
実
現
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
み
ま
す
。

　
Q　

住
民
の
方
で
も
借
り
た

い
と
い
う
人
が
あ
れ
ば
期
限

を
決
め
て
貸
出
し
て
は
。

　

植
嶋
教
育
長

A　

一
部
は
そ
う
い
っ
た
貸

出
し
等
も
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
の
で
、
基
本
台
帳
を
皆

さ
ん
に
分
か
る
よ
う
な
状
況

で
置
く
よ
う
検
討
し
た
い
。

　

そ
の
他
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

事業区分し、責任の明確化を

遊
歩
道
を
兼
ね
た

コ
ー
ス
整
備
は
！

用
地
取
得
な
ど
困
難

大
会
も
検
討
必
要

ウサギの足跡と氷ノ山スキー場

ワンセグエリア地図（社団法人デジタル放送推進協会HPより）

Ｑ
Ａ一般質問

小
林
町
長

A　

事
業
団
の
理
事
会
で
具

体
的
な
改
善
策
を
協
議
し
、

道
の
駅
は
、
本
年
度
か
ら
町

が
負
担
す
べ
き
経
費
を
支
払

う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
経
費

削
減
の
た
め
月
曜
日
を
休
館

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
税
理

士
か
ら
一
般
財
団
移
行
に
向

け
て
の
条
件
整
備
の
提
案
を

頂
い
て
お
り
、
具
体
的
な
方

向
性
が
出
た
段
階
で
議
会
に

も
報
告
し
た
い
。

指定管理

寄
付
金
控
除
の
周
知
を

広
報
７
月
号
で

義援金

住
民
に
貸
出
し
て
は

一
部
は
考
え
る

美術品・収蔵品

ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｺｰｽ

ワンセグ

不育治療助成

Ｑ
Ａ一般質問
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工事場所 　 若桜町茗荷谷

工　　期 　 平成22年６月29日～平成23年７月18日

請 負 者 　 清水建設・藤原組特定建設工事共同企業体

請負金額 　 ￥７５２，４３０，０００（税込み）

工事概要 　 茗荷谷～渕見バイパスは、延長約2.7ｋｍの２車線道路と
して整備され、その中の１号トンネルを施工。　

工事内容 　 Ｌ＝369.0ｍ

道 路 幅 　 Ｗ＝6.0ｍ（7.0ｍ）

　　　　　　　  割岩工法、割岩機、発破
　　　　　　　  機械掘削（ビッガー、ロードヘッダー S-200使用）

進捗状況 　 硬質岩出現等により、掘削困難のため、工期延長となった。

トンネル
掘削方法

請願書・陳情書審査結果　

６月議会定例会で審査した請願・陳情は、採決の結果、次のとおり決定しました。

番　　　号 受理年月日 件　　名 陳情者等 付託委員会名 審査結果

陳 情
第 ２ 号

平成２３年
５月２４日

上水道設置（防火施設の整備）
を求める陳情書

香田自治会長　  浅井　　等
水道整備推進

代表　浅井　　裕

総 務 産 業
常 任 委 員 会 採　 択

陳 情
第 ３ 号 ５月２５日 中学校で使用する新しい教科書

の採択に関する陳情

教育を考える会
鳥取県民の会

会長　草瀬　宣輝

教 育 民 生
常 任 委 員 会 趣旨採択

請願
陳情

WAKASA

茗
荷
谷
ト
ン
ネ
ル

　
　
　工
事
視
察

７月７日に貫通

川上　守 議員

Q　

高
齢
者
に
使
い
に
く
い

端
末
機
に
な
っ
て
い
る
。　

　

職
員
を
出
さ
せ
使
い
方
等

を
説
明
す
べ
き
で
は
な
い

か
、
機
械
離
れ
を
し
な
い
う

ち
に
早
く
出
向
く
べ
き
と
思

う
が
い
か
が
で
す
か
。

小
林
昌
司
町
長

A　

自
治
会
長
さ
ん
を
中
心

に
使
い
方
を
学
ん
で
い
た
だ

く
と
か
、
そ
ん
な
取
組
み
を

集
落
で
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
一
番
大
事
な
こ
と
は
、

集
落
が
自
立
で
き
る
こ
と

で
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
職

員
を
出
し
た
い
。

使
い
方
は

自
治
会
で

Q　

１
ヶ
月
・
２
ヶ
月
に
１

度
位
の
ペ
ー
ス
で
自
治
会

長
、
集
落
の
役
員
会
等
に
自

ら
出
席
す
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
い
か
が
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

そ
こ
ま
で
集
落
担
当
職

員
に
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。
各

集
落
で
来
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
が
あ
れ
ば
、
行
か
せ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
Q　

町
政
に
関
す
る
懇
談
会

を
実
施
し
、
住
民
の
意
見
を

聞
く
と
の
こ
と
で
し
た
。　

　

特
に
若
者
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
に
何
か
行
動
に

移
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

小
林
町
長

A　

若
い
人
の
意
見
が
な
い

の
が
実
態
で
、
現
在
各
担
当

課
で
、
具
体
的
施
策
の
整
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
住

民
の
各
世
代
に
わ
た
る
い
ろ

い
ろ
な
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
計
画
に
反
映
し
、
町
民
主

体
の
開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り

を
念
頭
に
計
画
査
定
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

Q　

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

遅
れ
が
ち
だ
と
感
じ
て
い
る

が
い
か
が
で
す
か
。小

林
町
長

A　

簡
素
な
総
合
計
画
書
で

誰
が
見
て
も
よ
く
分
か
る
も

の
が
必
要
で
、
担
当
課
に
問

題
を
投
げ
掛
け
て
い
ま
す
。

民
意
が
入
っ
た
総
合
計
画
書

を
作
り
上
げ
た
い
。

自
ら
集
落
へ

要
望
が
あ
れ
ば

出
向
く

Q　

若
桜
町
だ
け
で
頭
数
を

減
ら
す
の
で
は
な
く
、
若
桜

町
に
隣
接
す
る
町
と
の
協
力

体
制
が
必
要
だ
と
考
え
る
が

い
か
が
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

隣
接
す
る
町
と
の
協
力

体
制
の
必
要
性
は
認
識
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
県
レ
ベ
ル

捕
獲
は
隣
接
町

と
広
域
で

県
レ
ベ
ル
で

協
議
を

で
の
協
議
が
先
だ
と
思
っ
て

お
り
、
今
後
県
へ
要
望
を
し

て
い
き
た
い
。

Q　

行
動
・
習
性
に
対
し
て

専
門
家
と
の
協
議
が
必
要

で
、
た
だ
単
に
数
を
減
ら
す

と
い
う
こ
と
だ
け
が
先
行
し

て
は
い
け
な
い
と
考
え
る
が

い
か
が
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

若
桜
町
鳥
獣
被
害
対
策

協
議
会
が
実
施
主
体
と
な
っ

て
技
術
講
習
会
を
開
催
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
、
そ
う
し

た
機
会
に
鹿
や
猪
の
特
性
等

専
門
家
の
か
た
か
ら
お
聞
き

す
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員
を

産
業
観
光
課
に
配
置
し
て
お

り
、
捕
獲
檻
の
設
置
や
被
害

状
況
の
調
査
等
行
っ
て
お

り
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
進
め
て
い
ま
す
。

Q　

来
年
度
に
向
け
て
報
奨

金
を
継
続
し
て
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。

小
林
町
長

A　

捕
獲
と
防
御
の
両
方
で

有
害
鳥
獣
対
策
を
進
め
た
い

Ｑ
Ａ一般質問

IP告知端末

集落担当職員

鳥獣害

若
者
の
意
見
を

各
世
代
の
意
見

を
反
映

総合計画

集落で取り組む防護柵

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
出
す

な
ら
早
い
段
階
で
結
論
を
出

し
た
い
。

　
Q　

鹿
を
捕
っ
て
も
埋
め
て

処
理
を
し
て
い
る
が
、
観
光

資
源
に
と
県
の
方
か
ら
話
が

あ
っ
た
場
合
、
加
工
施
設
の

設
置
は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

小
林
町
長

A　

３
町
が
や
れ
ば
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
克
服
で
き
る
と

思
っ
て
お
り
、
３
町
の
町
長

の
話
で
は
基
本
的
な
話
は
済

ん
で
お
り
ま
す
。　
　

　

こ
れ
か
ら
具
体
的
に
ど
う

す
る
か
を
県
と
一
緒
に
な
っ

て
話
を
し
て
い
き
た
い
。

七夕の日に
　　　 貫通！

請願・陳情は、町民の皆様が町政などについての要望等を、直接議会に書面で提出できる
制度です。議長宛に議会事務局へ提出してください。提出された請願・陳情は関係の常任
委員会で審査の上、本会議で採決し、採択された請願・陳情は行政に生かされます。

詳しくは、議会事務局（☎８２－２２１２）にお問い合わせください。
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公共交通調査
特別委員会報告

主なる意見についての回答

若桜材の活用はいいが、乾燥が十分できるのか。

６月中旬に切って、間に合うと考えている。

説明　若桜材を使うと、一部単価が上がるところがある。

意見　業者にまかせっきりではなく、具体的にどうするのか
　　　説明されたい。

平成23年３月22日(火)

平成23年５月９日(月)

震災の影響で、建築資材を指定すると、入らないときに困る。また、
類似品以上では心配だ。どこが検査するのか。

管理してもらう業者にお願いするしかない。資材の確保ができる
ように柔軟に対応したい。

意見　４月開校に遅れないよう、しっかり進められたい。

小中一貫校調査
特別委員会報告

開催年月日 平成23年５月27日(金)
内　　　容 平成22年度町営バス運行事業収支、利用者数、ア

ンケート結果等の説明

　町営バスダイヤ等をどのように見直しするの
か。議会報告会での住民意見等を交えて議論し
た。

バス路線沿線住民へのアンケートは、利用されな
い方への調査も必要なのでは。

次回からは配慮したい。

Q

A

バス待合所については、どう計画しているのか。

待合所がないのは落折線が３ケ所、 米線が２ケ
所。今年度２ケ所整備予定（下湯原・𠮷川）で、
年に１ケ所ずつ計画していく。

土日の利用者数が少ないが、どういう施策をして
いくのか。

アンケート結果を周知して、利用に向けた取り組
みをしたい。

運賃の検討をするということだが、どのようにす
るのか。

今回の見直しでは、現行料金の 7割程度に削減し
たいと考えている。

◎小中一貫校での通学の問題も出てくると予想される。高齢
者にも利用しやすい対策、また、諸鹿線についてもアンケー
ト調査をしてはという意見等が出た。

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

利用しやすい町営バスへ

平成23年７月５日(火)

当初思っていたより安くなっているが、
工期内に増工の予定はあるのか。

工事が終わらないとわからないが、遊具
が設計に入っていないので、どうするか検
討したい。

Q

A

４月開校を目指して

説明　設計の最終案

説明　入札結果
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